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私
が
四
年
間
の
大
学
生
活
で
通
っ

た
街
渋
谷
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
グ
ル

メ
・
ス
イ
ー
ツ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
い
っ
た
最
先
端
の
カ
ル
チ
ャ
ー
や

話
題
に
あ
ふ
れ
る
若
者
の
街
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
国
内
外
関
係

な
く
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
の

街
。
実
は
そ
の
渋
谷
を
開
発
し
た
歴

史
に
我
が
故
郷
佐
賀
が
大
き
く
関
係

し
て
い
た
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
今
回
は
渋
谷
開
発
の
歴
史
と
、

そ
こ
に
関
わ
っ
た
佐
賀
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
た
い
。

　
江
戸
時
代
、
渋
谷
は
江
戸
城
の
西

に
位
置
す
る
近
郊
農
村
で
、
そ
こ
に

は
広
大
な
大
名
の
下
屋
敷
な
ど
が
建

て
ら
れ
て
い
た
。
明
治
維
新
後
は
都

市
化
が
進
み
、
次
第
に
住
宅
地
と
し

て
開
発
さ
れ
る
。
住
宅
地
化
さ
れ
た

一
つ
に
松
濤
と
い
う
地
域
が
あ
る
。

毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
に
出
て
く
る

渋
谷
駅
前
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

か
ら
西
に
歩
い
て
十
分
ほ
ど
の
所
で

あ
る
。
現
在
で
は
都
内
で
も
有
数
の

高
級
住
宅
地
の
一
つ
と
し
て
有
名
だ
。

　
こ
こ
は
江
戸
時
代
は
紀
州
藩
徳
川

家
の
下
屋
敷
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明

治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
こ
の
元
大

名
屋
敷
を
鍋
島
家
が
購
入
し
、
こ
の

地
に
鍋
島
家
の
屋
敷
が
建
て
ら
れ

た
。
ち
な
み
に
本
邸
が
麹
町
区
永
田

町
（
現
在
の
千
代
田
区
永
田
町
二
丁

目
の
首
相
官
邸
付
近
）
に
構
え
ら
れ

て
お
り
、
松
濤
の
屋
敷
は
別
邸
と
さ

れ
て
い
た
よ
う
だ
。
別
邸
は
鍋
島
家

の
家
族
が
利
用
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
年
に
一
回
東
京
在
住
の
旧

佐
賀
藩
士
な
ど
を
招
い
た
盛
大
な
園

遊
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
鍋

島
家
一
一
代
当
主
直
大
は
広
大
な
敷

地
内
に
狭
山
茶
を
移
植
し
て
茶
園
を

整
備
さ
せ
、
松
濤
園
と
名
付
け
た
。

こ
こ
で
生
産
さ
れ
た
お
茶
は
「
松
濤
」

と
い
う
銘
で
一
時
期
は
高
級
茶
と
し

て
、
国
内
だ
け
で
な
く
、
横
浜
か
ら

海
外
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
。

　
製
茶
業
に
つ
い
て
は
明
治
二

（
一
八
六
九
）
年
、
東
京
府
が
旧
武

家
地
跡
に
お
い
て
桑
茶
栽
培
を
奨
励

す
る
政
策
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

流
れ
の
中
で
鍋
島
家
も
取
得
し
た
紀

州
藩
徳
川
家
下
屋
敷
の
土
地
に
お
い

て
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
茶

園
を
開
い
た
よ
う
だ
。
た
だ
し
そ
の

茶
園
も
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年

東
海
道
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
宇

治
茶
・
静
岡
茶
な
ど
が
東
京
に
流
通

す
る
よ
う
に
な
り
不
振
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）

年
、
茶
園
を
廃
止
し
畑
地
と
す
る
経

営
方
針
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
大
正
期
に
な
る
と
、
松
濤
周

辺
地
域
で
は
大
規
模
な
宅
地
造
成
が

行
わ
れ
、
住
宅
地
・
商
業
地
・
公

園
・
学
校
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
鍋

島
家
が
開
発
し
た
住
宅
地
に
は
、
上

流
階
層
の
人
々
が
多
く
居
住
し
、
現

在
の
高
級
住
宅
街
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
。
今
で
は
渋
谷
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
た
忠
犬
ハ
チ
公
の
飼
い
主
上
野

英
三
郎
博
士
も
こ
こ
に
住
ん
で
い
た

よ
う
だ
。

	

こ
こ
ま
で
簡
単
で
は
あ
る
が
、
渋

谷
開
発
の
歴
史
と
佐
賀
・
鍋
島
家
の

関
係
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
私
は
、

四
年
間
渋
谷
に
通
っ
た
学
生
と
し

て
、
ま
た
か
つ
て
は
松
濤
に
あ
り
、

今
も
多
く
の
学
生
が
暮
ら
す
松
濤
学

舎
の
学
舎
生
と
し
て
、
こ
の
歴
史
に

つ
い
て
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
、今
回
「
東
京
と
佐
賀
」

で
紹
介
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
今
後
新
た

な
視
点
で
東
京
・
渋
谷
、
さ
ら
に
は

佐
賀
・
鍋
島
家
を
見
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
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